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成果指標　アウトカム

（目標設定になじまない）
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平成30年度 令和元年度方向
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24,206,245

566

―

－

令和２年度
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6,253,000

0

0

5,869,345
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18,336,900

0

0

0

5,798,000

2.85

18,359,700

6,253,000
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18,359,700円

平成30年度

6,188,000

0

6,188,000

5,869,345

0

円

円

円

円

円

円

決算（見込）額　Ａ

項　　目

円

人

その他特定財源

一般財源

当初予算

補正・流用等

合計

単位

円

円

円

円

目標

成果

成果

国庫支出金

県支出金

総事業費　Ａ＋Ｂ

市民１人当たりコスト

財源内訳

予算額

成果指標と目標値
を設定した理由

―

令和２年度の
実施方針

重点的に実施 活動量 維持する コスト 維持する 成果 維持する

引続き、地方自治法等に基づき、適切な事務執行を行う。

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト

令和２年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

支出命令票の数(兼命令含む) 32,000件

収入票の処理件数 12,000件

決算書作成事務 120冊

歳入歳出状況報告 12回

24,612,700

579

24,157,700

570

R２は予算額

市債

0

0

公金の適正な収納、早期の支払とその管理保管を行い、公金の健全運営を図る。

市が行う理由
及びその根拠

義務的自治事務 地方自治法等

事務事業概要 歳計現金、基金等財産の安全で有利な運用・保管に努め、正確かつ円滑な出納事務を行う。

目指す姿

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

債権者 正しい相手に正しい金額を受領していただく。

市民 納入された税、使用料、交付金等が適正な科目に納入される。

現状・課題

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ２款 総務費 未計上

項 １項 実施期間

目 ９目 会計管理費 合併前

施策 01 計画的な財政運営 内線電話 351

総務管理費

事務事業名 会計管理事務
目標設定日 令和2年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和２年度目標設定） 事務事業№ 090101

正規職員数

人件費　Ｂ

総合
計画
体系

基本政策 6 市民参加と協働のまちづくり 課・室 会計課

政策 07 持続可能な財政運営の推進 係 会計係



決算書作成事務

会計管理者会議

源泉徴収事務

歳入歳出状況報告

９月 10月 11月 12月

出納事務

７月 ８月

課・室 会計課

係 会計係

事務事業名 会計管理事務

部・局

令和２年度　業務スケジュール

活動内容 ４月 ５月 ６月 １月 ２月 ３月

（通年）

（通年）

（通年）

▼県会計管理者会議
（飯山市）

▼県19市会計事務研究会
（駒ヶ根市）


